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実務経
験を積

んでか
ら国際

公務員
に

なって
、貧困

削減の
ための

天候イ
ン

デック
ス保険

を実現
したい

と思っ
て

います
。「20

30年ま
でにあ

らゆる

形態の
貧困に

終止符
を打つ

」とい
う

SDGs
のプロ

セスに
携わり

たいで
す。

　

２
０
１
３
年
に
創
設
さ
れ
た
京

都
大
学
大
学
院
の
総
合
生
存
学
館

（
思
修
館
）
は
、
世
界
を
変
え
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
精
鋭
育
成
を

目
指
す
５
年
一
貫
教
育
の
大
学
院
。

文
理
の
壁
を
超
え
た
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
型
の
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
組
織

と
し
て
設
立
さ
れ
、
複
合
的
社
会

課
題
の
解
決
方
法
を
研
究
し
、
実

践
す
る
応
用
力
を
養
う
。

　
「
医
薬
・
生
命
」「
人
文
・
哲
学
」「
情

報
・
環
境
」
な
ど
８
分
野
か
ら
専

門
以
外
の
分
野
・
科
目
を
履
修
す

る
「
八
思
」
と
、
各
界
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
「
熟
議
」
が
大
き
な
特
徴
だ
。

国
際
機
関
で
働
く
た
め
の
書
類
作

成
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
兼
ね
、
教
材

に
は
国
連
機
関
の
公
式
文
書
も
活

用
し
、
世
界
の
動
向
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

現
場
で
の
実
践
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
１
・
２
年
次
は
国
内
外
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
行
う
「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ

ン
グ
」
を
実
施
。
そ
の
経
験
や
思

修
館
で
の
学
び
を
も
と
に
、
３
年

次
以
降
に
は
最
低
で
も
半
年
以
上
、

国
際
機
関
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業

な
ど
で
実
務
に
携
わ
る
「
武
者
修

行
」
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。「
社

会
を
変
え
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
に
な
る
気
概
の
あ
る
人
、

学
際
的
な
研
究
を
し
て
社
会
的
問

題
を
解
決
し
た
い
人
を
歓
迎
し
ま

す
」
と
学
館
長
の
寶 

馨
教
授
。

　

修
了
後
は
国
際
機
関
や
行
政
機

関
の
職
員
、
民
間
企
業
、
起
業
家
、

研
究
機
関
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
休
学

し
て
外
務
省
在
外
公
館
専
門
調
査

員
と
し
て
海
外
赴
任
し
た
学
生
も

お
り
、
在
学
中
の
活
動
で
育
ん
だ

人
脈
が
修
了
後
の
進
路
に
つ
な
が

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

SDGs（持続可能な開発目標）達成のためにさまざまな学びを深める学生たち

人
間
的
魅
力
と
社
会
的

俯ふ

か

ん瞰
力
を
兼
ね
備
え
る

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

国際協力を学ぶ

地球上の水循環を
研究する「水文学」
を中心に、土木工
学、自然災害科学、
防災技術政策を専
門に教鞭をとる。

国際機関を目指すなら
絶対におすすめです！

　高校時代、「ワーキングプア」を特集したテレビ番組にショックを
受け「貧困削減に貢献したい」と考えました。大学時代に留学先のコ
ロラド大学でマイクロファイナンスに出合って金融に興味を持つよう
になり、その後MBA取得のため入学した京都大学修士課程在学中に
思修館の存在を知りました。将来国際公務員として社会に寄与したい
と入学を決めました。
　現在貧困削減のための天候インデックス保険開発を目指して研究し
ています。4年次の武者修行では、国連開発計画のインターンとして、
タイとベトナムでプロジェクトの情報収集やレポート作成などを経験
し、勉強になりました。また「八思」を通じて幅広い教養を身につけ、
自分で考えて形にしていく力を育てることもできました。求められる
レベルは高いけれど、国際機関に興味を持つ人にはおすすめします。

定 員
学 費
開講形態
奨 学 金
所 在 地
T e l
M a i l
H P

取得可能な学位
20 人
54 万円
昼
あり
〒606-8306　京都市左京区吉田中阿達町 1 東一条館 1 階
075-762-2001
info.shishukan@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
https://www.gsais.kyoto-u.ac.jp/

修士（総合学術）、博士（総合学術）
：
：
：
：

：

藤田 萌さん
第４期履修生

京都大学大学院
総合生存学館（思修館）

寶 馨（たから かおる）先生
総合生存学館（思修館）
学館長・教授

5 年一貫制のプログラム 半年以上の「武者修行」 智慧を構成する「聞思修」
学生は5年かけて専門性を構築
し、視野を広げながら社会実装
に取り組む。２年で修士号の取
得も可能。異文化・異分野の学
生とともに過ごす合宿型研修施
設のラウンジでは、夜のオフィス
アワーが週3回設けられている。

3〜５年次には最低でも半年以
上の国際実践活動を通じて、総
合力、社会性の育成、リーダー
シップ能力の増進を図る。派遣
のためのファンディングが獲得
できない場合は、学館からも渡
航費と一定の滞在費補助がある。

智慧は、多くの知識や情報を集
める「聞慧」、さまざまな知見に
基づく創造的な「思慧」、これら
を実践することで身につく「修
慧」によって構成される。この「聞
思修」の考えのもと、専門的知
識と総合的俯瞰力、実践力を養成。

1. 3.2.

京都大学大学院の特徴

学生さんに
 聞きました！
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